
2広報にほんまつ

「
二に

合ご

う

田だ

用よ

う

水す

い

」

３
６
０
年
余
り
の
時
を
超
え
て
　「
二
合
田
用
水
」と
は
、
今
か
ら

約
３
６
０
年
前
の
江
戸
時
代
、
二

本
松
藩
の
初
代
藩
主
で
あ
っ
た

丹に

羽わ

光み
つ

重し
げ

公
の
命
に
よ
り
造
ら
れ

た
用
水
の
こ
と
で
す
。

　
光
重
公
の
祖
父
・
長な

が

秀ひ
で

公
は
、

織
田
信
長
公
の
下
、
織
田
四
天
王

と
い
わ
れ
た
武
将
で
あ
る
と
同
時

に
、
安
土
城
築
城
の
折
に
は

総そ
う
ふ
し
ん
ぶ
ぎ
ょ
う

普
請
奉
行（
総
責
任
者
）を
任
ぜ

ら
れ
、
父
・
長な

が

重し
げ

公
は
、
城
と
し

て
の
評
価
が
高
い
棚
倉
城
や
白
河

小
峰
城
を
築
城
し
て
い
ま
す
。

　
光
重
公
は
、
こ
う
い
っ
た
城
づ

く
り
に
優
れ
て
い
る
有
能
な
家
臣

団
を
引
き
連
れ
て
西
暦
１
６
４
３

年
に
二
本
松
へ
入
府
し
、
城
づ
く

り
・
城
下
町
づ
く
り
を
手
掛
け
な

が
ら
、
安
達
太
良
山
中
腹
の
烏か
ら
す

川が
わ

沿
い
の
大
堰
取
水
口
か
ら
城
内
や

城
郭
外
へ
水
を
引
く
導
水
工
事
を

進
め
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り

完
成
し
た
の
が「
二
合
田
用
水
路
」

で
す
。
最
終
的
に
完
成
し
た
の
は

１
７
０
０
年
と
い
わ
れ
、全
長
は
約

18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま
す
。

　
二
合
田
用
水
は
、ほ
か
に「
御
用

水
」と
か「
二
本
松
用
水
」と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、県
の
登
録

用
水
名
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
二
合

田
用
水
」と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
城
の
修
繕
工
事
な

ど
を
行
う
場
合
に
は
幕
府
の
許
可

が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
許
可

を
得
る
の
が
大
変
だ
っ
た
た
め
、

無
許
可
で
用
水
路
工
事
を
行
っ
た

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
秘

密
を
守
る
た
め「
罪
人
が
逃
げ
出

し
た
の
で
藩
は
山
狩
り
を
し
て
い

る
」と
の
噂
を
流
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
証
拠
を
残
さ
な
い

為
だ
っ
た
の
か
、
当
時
の
資
料
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　「
な
ぜ
二
合
田
用
水
が
必
要

だ
っ
た
の
か
」。
二
合
田
用
水
の

歴
史
と
今
を
紹
介
し
ま
す
。
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▲二合田用水の取水地点の上部に奉られている水
神様は昭和11年に建立されたもの。二合田用水路
周辺は現在、春と秋に受益者らの手により一斉に
清掃作業が行われ、作業が始まる前に二合田用水
路維持管理委員会のメンバーがこの水神様の前に
集まり、塩・煮干し・清酒を供え、参拝してから
作業を行う。

▲二合田用水の取水口部分。奥にみえるのが烏川
から取水する際の樋門。岳ダムが主水源となった
現在は、この上流部分の水路は用水路としては使
用されていない。

▲箕輪門通りの現在の水路。この通りは「日本の
道100選」にも選ばれている。

名
前
の
由
来

　
昔
、
こ
の
用
水
の
終
点
部
分
に

「
二
合
田
」と
い
う
地
名
の
10
軒
ほ

ど
の
集
落
が
あ
り
、
二
合
田
用
水

の
流
路
の
中
で
こ
の
地
が
最
初
の

受
益
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
名
を
と
っ
て「
二
合
田
用
水
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
二
合
田
」と
い
う
地
名
は

今
で
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
昭
和

30
年
代
の
二
本
松
町
合
併
の
時
に
、

「
二
合
田
」と「
伊
佐
沼
」、
そ
し
て

昔
あ
っ
た
地
名
の「
滝
沢
」と
い
う

地
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を

と
っ
て
、
現
在
の
二
伊
滝
と
い
う

地
名
が
命
名
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

な
ぜ
二
合
田
用
水
は

 

必
要
だ
っ
た
の
か

　
二
合
田
用
水
は
、
城
お
よ
び
城

下
の
防
備
・
衛
生
・
防
火
と
農
業

用
水
と
し
て
計
画
さ
れ
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
二
本
松
城
は
も
と
も
と

水
に
乏
し
く
、
城
内
に
あ
っ
た
井

戸
の
中
で
も
飲
料
水
と
し
て
利
用

で
き
た
の
は
、
現
存
す
る「
日
影
の

井
戸
」だ
け
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
城
下
で
は
、
飲
料
水
・

生
活
用
水
は
井
戸
水
で
十
分
間
に

合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
六
角
川
や

鯉
川
は
水
量
が
少
な
く
、
年
間
を

通
し
て
水
量
に
変
化
が
な
い
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
防
火
・
衛
生
用
に

は
適
さ
ず
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
江
戸
時
代
の
藩
経
済
は
、

領
民
に
よ
る
農
業
生
産
力（
ほ
と

ん
ど
が
年
貢
米
）が
そ
の
基
盤
で

あ
り
、
新
し
い
田
ん
ぼ
を
開
拓
し

て
耕
地
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
し
た
。
農
業
用
水
と
な
る
河

川
が
少
な
い
二
本
松
藩
に
と
っ
て

は
、
ど
う
し
て
も
水
の
確
保
が
緊

急
の
課
題
だ
っ
た
の
で
す
。
光
重

公
が
二
本
松
藩
へ
来
た
時
、
領
内

で
は
度
重
な
る
天
災
等
で
凶
作
が

続
き
、
農
民
た
ち
は
飢
え
や
悪
疫

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、
光
重
公
は
早
期
に
疎
水
工
事

の
重
要
性
を
認
識
し
計
画
・
実
行

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
現
代
の
二
合
田
用
水

　
戊
辰
戦
争
に
よ
り
、
二
本
松
城

は
落
城
し
焼
失
し
ま
し
た
。
近
代

国
家
を
創
立
し
、
富
国
強
兵
を
目

指
し
た
明
治
新
政
府
。
二
本
松
で

は
明
治
６
年（
１
８
７
３
）、
旧
城

跡
に
全
国
で
も
ま
れ
な
近
代
式
設

備
を
も
っ
た
製
糸
工
場
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
製
糸
生
産
に
は
、
使

用
す
る
水
の
良
否
が
大
き
く
影
響

す
る
と
さ
れ
て
い
た
中
で
、
江
戸

時
代
に
城
内
へ
引
か
れ
た
清
ら
か

な
二
合
田
用
水
は
う
っ
て
つ
け
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
合
田
用
水
路
は
郭
外
６
町
の

道
路
中
央
に
も
敷
設
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
二
本
松
製
糸
等
の
視
察

に
時
の
太
政
大
臣（
当
時
の
政
府

最
高
官
職
）が
来
る
こ
と
に
な
り
、

迎
え
る
準
備
と
し
て
全
て
砂
利
等

で
埋
め
立
て
ら
れ
、
明
治
17
年
に

衛
生
・
防
火
用
水
と
し
て
の
使
命

を
終
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
46
年
か
ら
岳
ダ
ム
工
事
が

始
ま
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
昭

和
52
年
か
ら
二
合
田
用
水
路
の

大
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
54
年
に
岳
ダ
ム
が
完
成
し
た

こ
と
で
、
二
合
田
用
水
の
主
な
水

源
は
岳
ダ
ム
か
ら
の
水
と
な
り
、

３
２
０
年
ほ
ど
続
い
た
大
堰
取
水

口
の
役
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
田
植
え
を
行
う
と
き
は
、

土
日
祝
日
な
ど
に
一
斉
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
水
が
必
要
と
な

る
時
期
が
重
な
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
、
常
に
一
定
の
貯
水
を

し
て
い
る
岳
ダ
ム
が
主
水
源
と

な
っ
た
二
合
田
用
水
は
、
昔
よ
り

も
安
定
し
て
田
ん
ぼ
な
ど
へ
水
を

供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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→ダ ム か

ら
の

用
水
→

二本松城

大堰

安達太良山

東
北
自
動
車
道

烏 

川

至仙台

至郡山

六角分水

岳ダム

北清水

大関地内

板目沢
地内 二伊滝

地内

熊の穴
水源 二合田用

水

旧二合田地内
二本松城

当
時
の

　
二
合
田
用
水
経
路

　
安
達
太
良
山
山
頂
付
近
の
雪
解

け
水
は
地
中
に
浸
透
し
、
何
十
年

も
の
年
月
を
か
け
て
山
の
中
腹
に

あ
る「
熊
の
穴
水
源
」よ
り
湧
き
出

し
ま
す
。

　
こ
の
水
が
烏
川
へ
流
れ
込
ん
だ

も
の
を
大
堰
地
点
で
取
水
す
る
箇

所
が
二
合
田
用
水
路
の
起
点
と
な

り
、そ
こ
か
ら
大
関
、板
目
沢
、二
伊

滝
地
内
を
経
て
城
内
外
へ
流
れ
込

ん
で
い
ま
し
た（
上
の
地
図
参
照
）。

工
事
経
過

 

幕
府
に
は
内
密
で

　
安
達
太
良
山
中
腹
の
取
水
口
よ

り
二
本
松
城
ま
で
の
延
長
は
14
キ

ロ
、
そ
こ
か
ら
郭
内
外
へ
延
長
４

キ
ロ
、
標
高
差
は
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
と
い
う
二
合
田
用
水
路
の
大

工
事
。
二
本
松
藩
の
直
轄
工
事
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
藩
の
公
式
文
書
に

は
何
一
つ
記
載
が
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
幕
府
に
対

し
無
届
け
の
隠
し
工
事
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
こ
の
大
工
事
を
ど
の
よ
う

に
し
て
進
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

測
　
量

　
水
路
の
測
量
は
、
夜
間
に
数
人

の
人
夫
に
提
灯
を
も
た
せ
高
低
を

目
測
し
、
近
距
離
の
と
こ
ろ
で
は
、

線
香
を
使
っ
て
測
量
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
北
自
動

車
道
の
上
に
架
か
る
百
間
樋
か
ら

二
本
松
城
跡
ま
で
は
、
１
パ
ー
セ

ン
ト
の
傾
き（
１
０
０
メ
ー
ト
ル
進

ん
で
１
メ
ー
ト
ル
下
が
る
）な
の
で
、

高
度
な
測
量
技
術
が
求
め
ら
れ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

 

工
　
法

　
二
合
田
用
水
路
の
ル
ー
ト
が
決

定
す
る
と
、
１
日
50
人
か
ら
３
０

０
人
と
い
わ
れ
て
い
る
人
夫
を
動

員
し
て
水
路
部
分
を
掘
り
下
げ
て

い
き
ま
し
た
。
地
盤
が
砂
や
小
石

の
と
こ
ろ
は
、
底
に
石
張
り
を
し

て
水
の
浸
透
を
防
ぎ
、
所
々
に
は

洪
水
時
の
水
を
水
路
外
へ
排
水
す

る
地
点
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
水
路
上
流
部
と
末
流
部
に
は
急

流
部
分
が
あ
り
、
素
掘
り
用
水
路

で
は
浸
食
し
て
し
ま
う
た
め
、
落

差
工
を
設
け
て
流
速
を
落
と
す
こ

と
を
考
慮
し
た
跡
が
所
々
に
み
ら

れ
ま
す
。

 

道
　
具

　
現
在
と
違
っ
て
機
械
は
無
か
っ

た
の
で
、「
す
き
」や「
く
わ
」を
使
っ

て
掘
り
起
こ
し
、「
も
っ
こ
」や「
つ

ち
み
」を
使
っ
て
運
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

立
役
者

　
二
合
田
用
水
を
語
る
上
で
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
人
物
が
２
人
い
ま

す
。
二
合
田
用
水
を
考
え
た「
山
岡

権
右
衛
門
」と
、
測
量
・
設
計
を

行
っ
た「
磯
村
文
蔵
」で
す
。

磯
いそむら

村 文
ぶんぞう

蔵
　算学者で二合田用水の測量・設計を
行った人物。尾張国（愛知県）で生まれた
といわれており、肥前（佐賀県）鍋島家に
仕えていた。城の修築や城下の町割りの
ために専門家を必要としていた二本松藩
は、1658年、当時国内で有名だった算学
者の文蔵を召し抱え、二合田用水の測量･
設計に当たらせ、1661年には藩より100
石を受領し武士の身分に出世した。1700
年に二合田用水を完成させた後も藩の要
職を務め、現在は市内根崎の善性寺に眠る。

山
やまおか

岡 権
ご ん う え も ん

右衛門
　二合田用水を発案した人物。1622年、
丹羽家が棚倉藩主の時代に召し抱えられ、
棚倉城、その後の白河小峰城改築の際に
重用される。二本松藩へ入府後、二合田
用水の建設では、測量にあたった磯村文蔵
を藩へ推挙したと伝えられる。二合田用水
は幕府の許しを得ない工事だったため、権
右衛門は藩士の身分を離れて工事の具体
的計画を進めたと伝えられている。
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現
在
の
二
合
田
用
水
は
、
水
源

を
主
に
岳
ダ
ム
か
ら
の
水
へ
移
し
、

所
々
改
修
し
な
が
ら
も
、
昔
か
ら

の
流
路
で
各
地
へ
分
水
し
な
が
ら
、

今
も
多
く
の
田
ん
ぼ
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
霞
ヶ
城
公
園
内

で
は
、
滝
や
池
な
ど
の
景
観
用
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
合
田
用
水
は
現
在
、
農

家
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
二
本
松

市
土
地
改
良
区
の「
二
合
田
用
水
路

維
持
管
理
委
員
会
」が
中
心
と
な
っ

て
、
水
路
の
清
掃
や
補
修
、
水
の

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
水
と
い
っ
て
も
、
そ
の
受

益
者
は
田
ん
ぼ
を
作
る
農
家
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
昔
と
変
わ

ら
ず
、
火
事
の
際
は
水
を
せ
き
止
め

て
消
火
用
と
し
て
使
用
し
、
家
庭
か

ら
出
る
生
活
排
水
は
、
用
水
路
へ
排

水
さ
れ
川
へ
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
用
水
を
利
用
す
る
稲
作
は
、
私

た
ち
に
お
い
し
い
米
を
提
供
し
て
く

れ
る
他
、
美
し
い
田
園
風
景
を
残
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
的
に
も
大
き
な
価
値
の
あ

る
二
合
田
用
水
で
す
が
、
当
時
の
資

料
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の
貴
重

な
水
路
の
歴
史
的
由
来
や
背
景
が

時
代
と
と
も
に
風
化
し
て
し
ま
う
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
地

元
の
二
本
松
北
小
学
校
で
は
、
現
在

も
総
合
学
習
の
時
間
に
、
実
際
に
水

路
を
見
学
し
な
が
ら
こ
の
二
合
田
用

水
の
歴
史
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

二
本
松
市
の
貴
重
な
歴
史
を
、
子
ど

も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で

く
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
図
書
】

安
達
太
良
山
の
水 

二
合
田
用
水
を
行
く

（
渡
邉
明
雄 

著
、
歴
史
春
秋
社
発
行
）

二
本
松
藩
と

二
合
田
用
水
の
変
遷

現
在
の
二
合
田
用
水

と
管
理

▲昨年の草刈りの様子

１
６
０
０
年
西
軍
に
つ
い
た
丹
羽
長
重
公

は
徳
川
家
康
公
率
い
る
東
軍

に
敗
れ
、蟄ち
っ
き
ょ居
の
浪
士
と
な
る

１
６
１
９
年
長
重
公
、
常
陸
国
江
戸
崎
２

万
石
へ
移
封

１
６
２
２
年
長
重
公
、
常
陸
国
棚
倉
５
万

石
へ
加
増
移
封
。
後
に
棚
倉

城
を
築
城

１
６
２
７
年
長
重
公
、
白
河
10
万
７
０
０

石
へ
加
増
移
封
。
後
に
白
河

小
峰
城
を
改
築

１
６
４
３
年

丹
羽
光
重
公
、
二
本
松
へ
国

替
え
入
府
。
初
代
二
本
松

藩
主
と
な
る

１
６
５
２
年
こ
の
こ
ろ
山
岡
権
右
衛
門
ら

に
よ
り
二
合
田
用
水
建
設

計
画
が
た
て
ら
れ
る

１
６
５
８
年

磯
村
文
蔵
が
二
本
松
藩
へ
仕

え
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
二
合

田
用
水
の
本
格
整
備
が
始

ま
る

１
６
７
９
年

光
重
公
の
隠
居
に
よ
り
、
長

男
の
長
次
公
が
二
本
松
藩

第
２
代
藩
主
と
な
る

１
７
０
０
年
二
合
田
用
水
路
完
成（
推
定
）

１
７
０
１
年

丹
羽
光
重
公
死
去

１
８
６
８
年

戊
辰
戦
争
に
よ
り
二
本
松

城
が
落
城

１
９
７
９
年

岳
ダ
ム
が
完
成
し
、
江
戸
時

代
か
ら
の
大
堰
取
水
口
の

役
目
を
終
え
る

～ interview ～

二本松市土地改良区「二合
田用水路維持管理委員会」
委員長　菅

すが
澤
さわ
傳
でん
治
じ
さん

歴史あるこの用水路を、
これからも守り続けたい

　日本のどの地域でも同じ
ように、農村の過疎化、高
齢化等により、農家戸数の
減少が顕著になってきてい
る現在、用水路を田畑の受
益者だけで維持管理してい
くのはなかなか大変な時代
となってきました。
　しかしこの二合田用水は、
単に田んぼの引き水として
だけではない歴史的な価値
があるものだと思います。
　江戸時代からこの地域に
潤いを与えてきたこの用水
路を、これからは地域一体
となって守り続けたいと考
えています。

『二合田用水路探検ウォーク』 参加者募集！

日　時　７月31日（日）　10：00～16：00（受付時間：９：30～）
　　　　※雨天中止　※各施設へは事務局車両で移動
集合・解散　霞ヶ城公園少年隊群像前
順　路　霞ヶ城公園→高平配水場→大堰（二合田水源）→岳ダム（昼食）
　　　　→岳ダムトンネル→大隣寺（丹羽家墓所参拝）→霞ヶ城公園
　　　　※今回は提灯測量を再現し、実際に体験してもらいます
参加費　無料　　　申込期限　７月22日（金）
定　員　30人（先着順）※小学生以下は保護者同伴
服装等　 水場での見学・体験となりますので、長靴（水路内は原則着用）や着替え、

タオルの準備をお願いします。昼食には二本松産米のおにぎりを用意
しています。

 ◎問い合わせ・申し込み…二本松市土地改良区事務局（農林課内）☎（55）5118

江戸時代に開削された二
合田用水路。今も貴重な
水資源を私たちに供給し
てくれています。
昨年に続き２回目となる
探検ウォーク。先人たち
が築き上げた遺産を肌で
感じてみませんか。


